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1．はじめ に

　道路脇 の 大 規模急崖岩 盤斜面 へ の 対策は 施工 性 や 環箋

改変を考え ると容易で は なく，その 評価管理 手 法も十 分 に確

立 して い ない 現 状にある。また岩盤崩壊の 予知予測は 困難 と

され て お り，定量的な崩壊危険度評価は斜面 防災管理 を行 っ

てい く上 で重 要課題 である。

本研 究で は，北海道の 大雪 出 国立公 園第
一

種 特別 地 域 内 の

道路脇 にある，第 四 紀 更新 世 の 強溶 結 凝灰 岩 急 崖 岩盤 斜 面

に対して 斜面モ ニ タリングを実施し，その 結果 か ら岩盤 斜面 に

お ける定量 的な道路管理 手法 につ い て検討をおこなっ たもの

で ある。

2，調査地の 地形地質概要

　調査地 は北 海 道の 中央 部 大雪 山 系 に位 置し，周辺 に は標

高 1000m 以上 の 大雪連峰を有し，これらの 山岳地に深い 谷

を刻ん で 流れる忠別川 を代表とする各河川 が 流れ 出て い る。

　モ ニ タリン グ斜 面 は 忠別 川上 流部に 位置する天 人 峡地区

に あり， 延長 約 8  にわ た撮 大比 高約 200m ，節理 間隔 2
〜5m の 柱状岩体が 一

部オーバ ー
ハ ングを形成 し道路脇 に

連なっ て い る。

　地 質は 新第三 紀中新 世カ ウン ナ イブロ ピライ ト層 の 流紋岩

〜安山岩が基盤岩 として 広 く分布 して お り，そ の ヒ位 に第四

紀 更新世の 層雲峡溶結凝灰岩が覆 っ て い る。溶結凝灰 岩は

河 岸段丘 との 関係などか ら更新世末のもの と考えられ てい る
1）。

強溶結部 は柱 状節理 が発 達 し，特 に 尖峰状岩体で の 開 口が

著しい 。

a ）柱 状 岩体単 体酎落 の 兜生形躱
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3．観測手法

　本調査 地 で は不 安定な柱状岩体の 存在 から，豪雨後
・
融雪

期に は 頻繁に 落石 が発生 し，過 去 に崖下の ホ テル が 被災 した

事 例 もある。この ような経緯をうけ，トンネ ル ，橋梁等か らなる

別線が施工 されたが，完成まで の 約 5年聞と完成後の 旧覆道

撤 去 ・植 林作業中の 崩壊発生 の 兆候を捉え道路管理に 供す

るこ とを 目的に，斜面 モ ニ タリン グを実施す ることとな っ た。斜

面 モ ニ タリング は，これ ら尖峰状岩体の 開 口 部分に 変位計お

よび 温 度計 を設 置し，そ の 変動 の 測定を行 っ て い る。また道

路斜面全体の 不 安定部を監視できるよう起終点 2箇所 の 道路

脇に監視カメラを設置した。

　柱状 節理 岩体の 崩落 形 態は，柱 状 単体で発 生 す る場 合 と

柱状岩体が数枚 に及ぶ ような大規模な場合とに 大別される。

図
一1 柱状節理岩盤の崩壊パ タ

ー
ン

z）

さらに 柱状岩体の 傾倒の 度合い や 節理 の 発 達状 況，オーバ

ー
ハ ン グ状況 に よっ て そ の 崩壊形態 は 異なっ てくる （図

一1＞2
〕

。

天 人峡地 区で の 崩落形態は 柱状 単体が 剥離 ・落 下 す るもの

あるい は岩体が転倒するもの がほ とん どで あるu

　計測は 上記の ような崩落形態をもつ 柱状 節理 岩体に お い

て，1997 年 （平成 9 年 ）の 11 月 （
一
部 1 月）より，合計 17箇

所の 岩体で 行っ て い る。観測データは 1 時 間ご とに収集され，

データロ ガーに記録される。

4．観測結果と変動傾向の分類

　斜面モ ニ タリン グ の 結果，温 度 と亀裂変位 量 （開 口 量）に 高

い 相関が認め られた（図
一2，3）。全般に 夏季 には 亀裂が閉

口 し， 冬季には 開 口 す る傾 向であり，これ は温 度 （気温 ）による

岩体の 膨 張
・
圧縮に 関係する可能性 が高く，他の 岩盤計測箇

所 にお い て も
一

般 的 に認 められ て い る。ただ し，本調査 地 で

は 図
一2 に 示 すように 同 気温で も季節によっ て，開 口 量 が 異

なる傾向の 岩体が い くつ か認 め られた。これ は 目照時間（方

向）等の 影響の 可能 性 も考えられ るが，原因に つ い て は 今後
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　　　　　　　 図
一2　温度 と変位の 関係 1

　 月 ご との 温度 と変位の 関係を示 して お り、毎年ほ ぼ同様の 傾 向を

　 示す e た だ し、同気温で も月によ り変位量が 異なる場合が ある。

の 課題で あ る。

　また，岩体に よっ て は変位量が累積 して い る傾向に あるも

の も認 め られ た。さらに平 成 15 年 十
・
勝沖地震 （M8 ．0）で は，

1mm 程度の 突発 的な変位の 累積を観測した （ただ し，地震後

の 変位挙動 が 地 震前 と同等で あ っ たことか ら，新た な対策等

の検討は行わなか っ た）（図
一3）。

　温 度と岩 体の 変位 量 の 相関，お よび 変位量 の 累積状 況をも

とに 17箇所の 変動傾向 を次 の 3つ の グル
ープ に分類した。

（1）グループ A鰛 度 との 相 関が 高 く，変位 の 累 積は な い ）

　温 度 と変位量 の 相関が 比較的高く，変位量に累積の 傾向

は認 められ ない箇所で，全 17 箇 所の うち 11 箇所にあたる。

変位の 累積傾向が認められない ことか ら毎年同時期には同程

度の 変 位 を示 す。また変 位 量 の 最 大値 と最小 値 の 差も小さく，

すべ て 1mm 以 下で ある （概 ね 0．3〜0．6mm ）。グル
ープ A は ，

現状では岩 盤 の 安 定性は 比較 的高い と考えられ る。
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（2）グル
ー

プ B （変位の 累積あり）

　温 度と変位量 は 比 較的相関が あるが，変位量 に 累積 の 傾

向が 認 め られ る箇所 で，全 17 箇所 の うち 3 箇所にあたる。 計

測期間を通じて ，年間平均 0．1〜0，2mm 程度変位量が蓄積

してい る。グル
ープ B は 年々 不 安定化して い る可 能性が高く，

今後岩体の 挙 動に 注意する必 要 が あ る。

（3）グル
ープC （変位量のばらつ きが大きい ）

　グル ープ C は変位量 が大 きい もの の 温度と変位量 の 相 関

がよいもの と，温 度と変位 量の 相関が悪く，突発的にば らつ く

2 タイプ に分 類 され る．い ず れも累 積 の 傾 向が認 められない こ

とか ら，過 去の 最大変位量 が岩盤の 安定評価の 目安となる。

ただ し，突発的 な変位が多く認 め られ，その 変位量 も大きいこ

とか ら，今後岩体の 挙動に注意する必 要がある。

5．おわ りに

岩盤斜面 にお ける亀裂の 挙動を中〜長期的にわ た っ て観

測して い くことは，ハ
ー

ド対策 が比較的困難とされ，また評価

管理 手 法 が難 しい 大規 模 岩 盤斜 面 へ の 対策・
管理 に極 めて

有効な手法に なる ほ か，岩盤の 崩落機構を検言胴
’
る上で も重

要で ある。今後も旧道 撤去 作業が完了 す るまで の 間，斜面モ

ニ タリングを継続してい くとともに，開 口 亀裂 と柱状岩体をモ デ

ル 化 し，開 口度が岩 体の 安定性 に与 える影響等 につ い て考

察を加え る予 定で ある。
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一3 温度と変位の 関係 2

計測 当初か らの 温 度 と変位の 変遷 を示 す。変位量 の グラ フ （下 図） か ら徐 々 に変位量 が累 積 して い る こ とがわ か る。平成 15年

十勝沖地震で は、1rnm 程度の突発的な変位 を記録 したが、地震媛は地震前と 同様の変位挙動を示して い る。
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